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of childhood：AHC）は 1971 年に症例提示をされ，2012
年に病因としてATP1A3遺伝子の変異が報告された希少
難治疾患である．今回，C927Y 変異を持つ症例について
臨床経過を報告する．〔症例〕21 歳女性．生後 2 か月時
に異常眼球運動，6 か月時から眼球偏位を伴う片側強直




伴うようになり，発作頻度は 2 週間に 1 回，数分から 4
日間持続している．16 歳の時に遺伝子変異解析で




















は 300 mg であった．OFF 時の UPDRS part 2：21，part 
3：36 であった．左 PTT を行い，翌日より著明なジスキ
ネジアの改善と，OFF 時の運動症状の改善を認めた．
OFF 時の UPDRS では part 2：75％改善，part 3：82％
改善を示した．特に合併症は認めなかった．PTT は，
第 50 回東京女子医科大学・神経懇話会
日　時：2017 年 7 月 25 日（火）18：00～20：00
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3．Embolic stroke of unditermined source（ESUS）における血管内皮機能について
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STN-DBS と GPi-DBS の効果を併せ持つことが示唆され
た．











の他（Other stroke）に分け，上腕動脈の flow mediated 
dilation（FMD）検査を用いて各病型における血管内皮
機能を評価した．統計は，ANOVA 検定を用いた．〔結
果〕対象は 166 人，年齢 69.0±10.6 歳，男性 61.5％であっ
た．既往症は，高血圧 69.3％，糖尿病 27.1％，脂質異常
症 52.4％，慢性腎臓病 48.0％，心房細動 10.2％であった． 






た，LAA は Other stroke と比較し％ FMD は有意に低






　症例は 50 歳の女性．精神疾患の既往歴はない．X 年 Y
－2 月，左前頭葉神経膠腫と診断され，Y 月 Z－12 日，
覚醒下腫瘍摘出術を施行された．術翌日，せん妄と診断
されリスペリドンでの薬物治療が開始された．せん妄は
速やかに消退し，Y 月 Z－9 日，リスペリドンを中止し
たところ，Y 月 Z－4 日に幻聴，被害妄想が出現したた
め，Y 月 Z 日，加療目的に当科転科となった．リスペリ
ドンを 4 mg まで増量したところ幻聴，被害妄想は消失
した．しかし，錐体外路症状が顕在化したため，入院第
24 病日よりリスペリドンを漸減した．入院第 49 病日に
リスペリドン中止したところ，錐体外路症状は消失し，
またその後も幻覚妄想状態は再燃しなかった．入院第 74
病日に当科退院，その後も少なくとも 1 か月は幻覚妄想
状態の再燃を認めていない．本症例は，前頭葉神経膠腫
摘出術後に精神症状が出現した初めての報告である．
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